
 

 

 

 

 

 

 

宮崎県総合計画２０２３ 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和５年６月 

宮  崎  県 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



目   次 

計画策定の趣旨等 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1 

 

長期ビジョン編 

第１章 時代の潮流と宮崎県 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 6 

【潮流１】人口減少・超高齢化の進行 ・・・・・・・・・・・・・・・・ 6 

【潮流２】気候変動・自然の脅威 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・15 

 【潮流３】価値観や行動の変化 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・21 

 【潮流４】デジタル化・先端技術の進展 ・・・・・・・・・・・・・・・26 

 【潮流５】世界の中の日本・宮崎 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・32 

 

第２章 目指す将来像 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・38 

  将来像１ 一人ひとりが生き生きと活躍できる社会 ・・・・・・・・・38 

  将来像２ 安全・安心で心ゆたかに暮らしを楽しめる社会 ・・・・・・39 

  将来像３ 力強い産業と魅力ある仕事があり、安心して働ける社会 ・・39 

 

第３章 目指す将来像の実現に向けた今後の方向性 ・・・・・・・・・・・41 

 【未来に必要な５つの要素（キーワード）】 ・・・・・・・・・・・・・・41 

 【今後の方向性】 

  １ 人口減少を前提とした安心して暮らせる地域社会の維持 ・・・・・43 

  ２ くらしを支え、未来を拓く産業づくり ・・・・・・・・・・・・・44 

  ３ 人生を豊かに過ごせる地域づくり   ・・・・・・・・・・・・・45 

  ４ 将来の人口安定化に向けた社会づくり ・・・・・・・・・・・・・46 
 

参考資料 

 人口・経済の将来展望 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・49 

 宮崎県の特性 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・63 

 県民アンケート結果の概要（令和３年11月） ・・・・・・・・・・・・・68 

 県民意識調査の結果の概要（令和３年２月） ・・・・・・・・・・・・・73 



アクションプラン編 

アクションプラン推進に当たっての基本姿勢 ・・・・・・・・・・・・・・80 

プログラムⅠ コロナ禍・物価高騰等からの宮崎再生 

【政策１】県民の命や健康を守る地域医療・福祉の充実 ・・・・・・・・83 

【政策２】県民生活・地域経済の早期回復 ・・・・・・・・・・・・・・85 

 【政策３】魅力あふれる「観光みやざき」の創生 ・・・・・・・・・・・87 

プログラムⅡ 希望ある未来への飛躍に向けた基盤づくり 

【政策１】希望ある未来への挑戦 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・91 

【政策２】交通・物流ネットワークの維持・充実 ・・・・・・・・・・・93 

 【政策３】命や暮らしを守る災害に強い県づくり ・・・・・・・・・・・95 

プログラムⅢ 「みやざき」の未来を創る人材の育成・活躍 

【政策１】子どもを生み育てやすい県づくり ・・・・・・・・・・・・・99 

【政策２】未来を担う子どもたちの育成 ・・・・・・・・・・・・・・ 101 

 【政策３】一人ひとりが自分らしく生き生きと活躍できる 

共感・共生社会づくり ・・・・・・・・・・・・・・・・・ 103 

 【政策４】健康・学び・スポーツ・文化の充実 ・・・・・・・・・・・ 105 

プログラムⅣ 社会減ゼロへの挑戦 

【政策１】若者・女性の県内就業・県内定着の促進 ・・・・・・・・・ 109 

【政策２】みやざき回帰・県外からの移住の促進 ・・・・・・・・・・ 111 

 【政策３】安心して住み続けられる持続可能な地域づくり ・・・・・・ 113 

プログラムⅤ 力強い産業の創出・地域経済の活性化 

【政策１】産業を支える多様な人材の確保・育成 ・・・・・・・・・・ 119 

【政策２】新産業の創出と地域経済の活性化 ・・・・・・・・・・・・ 121 

 【政策３】稼げる農林水産業への成長促進 ・・・・・・・・・・・・・ 123 

分野別施策 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 126 

指標一覧 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 139 



附属資料 

策定経過 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 146 

諮問書・答申書 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 148 

宮崎県総合計画審議会委員・専門委員名簿 ・・・・・・・・・・・・・・ 151 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



計画策定の趣旨等 
 

１ 計画策定の趣旨 
 

   宮崎県では、平成 23 年(2011 年)に宮崎県総合計画「未来みやざき創造プラ

ン」を策定し、人口減少問題への対応を中心に持続可能な活力ある宮崎県づく

りに取り組んできました。 

   その結果、大型企業の誘致やフードビジネス1などの成長産業の育成をはじめ、

移住世帯の増加、さらには、課題であった高校生の県内就職率の改善が図られ

るなど、全体として一定の成果が出ている一方で、将来を支える人材の確保や

暮らしに必要なサービスの維持など、引き続き取り組むべき大きな課題を抱え

ています。 

   また、計画策定から 10 年以上が経過し、この間、少子高齢・人口減少の更な

る進行に加え、コロナ禍を契機としたデジタル化や気候変動問題の解決に向け

た世界的な脱炭素2化の動きなど、10 年前の予想を超えるスピードで社会が大

きく変化しつつあります。 

   このような状況を踏まえ、将来人口の見通しをはじめ、これから先、本県が

直面する様々な課題や今後の方向性を改めて整理し、令和 22 年(2040 年)を展

望した「長期ビジョン」と、今後４年間の実行計画となる「アクションプラン」

を策定しました。 

 

２ 計画の役割 
 

この計画は、人口減少など社会変化の大きな流れを予測し、将来世代を含め

て、県民が安心と希望を持って暮らし続けることのできる「ありたい未来社会」

（理想の将来像）を提示するとともに、その実現に向けて解決すべき課題やそ

の対応策など、これから進むべき道筋を示す「県民共有の指針」となるものです。 

なお、この計画は、まち・ひと・しごと創生法（平成 26 年(2014 年)法律第

136 号）に規定する都道府県まち・ひと・しごと創生総合戦略としても位置付け

ています。 

 

３ 計画の構成と期間 
 

   この計画は、「長期ビジョン」と「アクションプラン」で構成されます。 

長期ビジョンは、本県が目指す令和 22 年(2040 年)の将来像と今後解決すべ

き課題や今後の方向性を示しています。 

   アクションプランは、長期ビジョンやデジタル田園都市国家構想3等を踏まえ

ながら、コロナ禍・物価高騰等への対応や人口減少対策、防災・減災、ゼロカ

 
1 フードビジネス：食関連産業。農林水産業を中心に、研究開発、資材供給から加工・流通・観光・医療

等に至るまでの食関連部門を縫合した産業分野。 
2 脱炭素：二酸化炭素をはじめとする温室効果ガスの排出量を実質的にゼロにしようという取組。 
3 デジタル田園都市国家構想：デジタル技術の活用により、地域の個性を生かしながら社会課題の解

決などを図り、「全国どこでも誰もが便利で快適に暮らせる社会」を目指す概念。 
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ーボン社会1づくりといった本県が直面する喫緊の課題に対して、令和５年度

(2023 年度)から８年度(2026 年度)までの４年間2に重点的・優先的に取り組む

施策を、５つの重点プログラムに整理しています。 

   このほか、分野ごとに着実に推進する必要がある施策については、部門別計

画や毎年度の予算の中で具体的な施策展開を図っていきます。 

 

４ 計画の着実な推進 
 

   人口減少の進行をはじめ、先端技術の進展や国際情勢、さらには、地方行政

を取り巻く環境の変化など、現時点では予想できない要因により、将来の見通

しを見直していく必要が生じることが考えられるため、長期ビジョンについて

は必要に応じて見直しを行います。 

   アクションプランについては、毎年度、取組内容や目標の達成状況等につい

て、県総合計画審議会（県地方創生推進懇話会）による評価・検証等を行いな

がら、次年度以降の施策展開に生かしていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
1 ゼロカーボン社会：温室効果ガス排出量実質ゼロを目指す社会。脱炭素、カーボンニュートラル、ゼロ

カーボンは同じことを意味する。 
2 次のアクションプランが策定されるまでの間は、本プランに基づく施策を継続することとします。 
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